




Ⅰ.団体の社会的役割 Ⅱ.事業の背景・社会課題

(1)申請団体の目的 (1)社会課題概要

「NPO法人 ACOBA」 （以下、ACOBA）

当法人は、県内東葛・北総地区にネットワークを持ち、コミュニティ・ビジネスの視点で自らも事業を

行い､財政基盤を確保しつつ、地域の市民活動や地域課題の解決に取り組む人・団体を支援している。

「公社 SL災害ボランティアネットワーク」（以下、SL災害VN）

当法人は「わが身・わが命・我が家は自分で守る」を実践する場として、首都圏域での大規模災害に備え

るために防災・減災の知識、技術の維持向上を図り、習得した知識・技能を地域に還元することを目的に

活動している。

大規模災害が発生したときに重要なことは「死なない、ケガをしない、火事を出さない、率先避難者にな

る、生き残らなければ何も始まらない」このシンプルかつ重要な行動指針を実践するための「災害対応イ

ンフラ力」が、現下の日本では弱体化していると考えている。

地域の人口構造の変化により、助ける側と助けられる側のアンバランスが生じ、地域防災の担い手不足、

災害時要支援者の問題、災害対応力の低下が進んでいる。


























